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概 要 

団体名 

先  

ンタイトル 

ンの対象者

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

ランの目的

山県南部は，

れることがほ

がら，想定さ

学区民防災訓

り組める曽根

向上を目指す

ランの概要

立した児童を

害の脅威や生

域が行う学区

区民防災訓練

待される効

年生の総合的

ことについて

住民としての

年生の心肺蘇

や技術が必要

たい。 

れまで，学区

った。今回，

促し，地域の

報告書  

岡山市

０８６

みんな

※1 
小学生

保護者

意点」の１．項目

意点」の２．項目

的・ここが

昭和南海地

ほとんどなか

される南海ト

訓練は５年目

根小学校とし

す。 

要】 

を育成するた

生命の尊さを

区民防災訓練

練での研修会

効果・ここ

的な学習の時

て調べてみよ

の自覚を持た

蘇生法研修で

要であること

区民防災訓練

「家族で避難

の防災意識の

 

市立曽根小学校

－２９８－

で高めよう

生（低・高）

者，地域住

目から選択し、記

目から１つ選択

ポイント！

地震（昭和２

かった。国内

トラフ地震が

目を迎え，見

しての防災教

ため，心肺蘇

を学ぶ授業を

練に小学生全

会で，小学生

がおすすめ

時間では「だ

よう」をテー

たせる。 

では，体験的

とや強い気持

練への参加者

難」を合言葉

の向上につな
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校 
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，防災力・地

） 
民 

対

災

記入してください

し、記入してくだ

！】 

１年）以降

内的には，比

がひとたび起

見直しが図ら

教育を確立し

蘇生法研修や地

教科，道徳，

全員が参加す

生・中学生が

め！】 

だれもが暮ら

ーマに，班で調

に学ぶこと

持ちが大切で

者は６０代以上

葉に小学生が

なげる。 

 

記 入

地域の絆！

対象とする

災害種別※2

い。（複数選択可

ださい。 

，地震や台風

較的安全な県

起これば，甚大

れている。そ

し，「自助」，

地震体験車な

総合的な学

る。 
防災学習の成

しやすい曽根

調べたことを

で，いざとい

であることを

上がほとん

が全員参加す

日 20

る
2

地震 

可） 

風といった大

県というイメ

大な被害を免

そこで，地域

「共助」の意

などの体験的

学習の時間，

成果を発表す

根にするため
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学び，将来の
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することで，
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前の打
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進協議

 

第２回

合い防

進協議
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目標 

方法・進め
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するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

内容と成果

： １ 】

年心肺蘇生法

成２８年６月

根小学校体育

当者・講師等
   名

属・役職等

コマ×45 分

体験学習

７ 

肺蘇生法，Ａ

心肺蘇生とは
心肺蘇生法の
ＡＥＤのしく
人形を使って

日本赤十字社
心肺蘇生用ダ
ＡＥＤ 

学６年生 ３
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成果】 
人が倒れた場
いざという時
課題】 
単年度で終わ
５年，６年と

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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果 
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法研修 
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ＡＥＤを使用
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の手順 
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ダミー人形

３１人 

場面に遭遇し
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講師 
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したときに取
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て行うと，技
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てください。  
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年 
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当者・講師等
   名

属・役職等
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総合的な学

災害対応能

域に対し，防

熊本地震関連
「地震の原因
ア」等につい
曽根学区民総
を行う。 

調べ学習用書
子ども新聞
ホワイトボー
ポスターセッ
岡山南消防署

５学年２６人

６万円（地震

成果】 
調べ学習をま
地域住民や保
た。 
課題】 
曽根学区民総
ため会場内が

スターセッシ
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線の中に記載し
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総合防災訓練
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ード 
ッション用文
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震関連の書籍

まとめ，保護
保護者を対象

総合防災訓練
がざわつき，

ションの掲示

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

しやすい曽根

担当者 

校第５学年担

成果を発表す

スを調べ，地
の生活」「防
 

練の集まりで

文具類 

籍，文具類）

護者に発表で
象に，ポスタ

練のすぐ後で
落ち着いた

示物 

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

根にしよう」

担任 

する。 

地震の問題点
防災の街づく

で，班ごとに

 

できた。 
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可） 
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月日（曜日

場所 

者または講
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マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した
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具、材料等 

人数 

の総額・内訳
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報告書に掲載す
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ラム番号
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所属

時間」 
１

式※4 
６ 

６ 
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方 
①緊
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するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ３ 】

災学習 

２月７日（水

根小学校教室

当者・講師等
   名

属・役職等

・２・４・６

学級活動

防災に関す

急地震速報を

緊急地震速報
身のまわりに
身を守るため
地震による災
３，５年生は
予告なしの地

緊急地震速報
まもるいのち
ホワイトボー
岡山消防署地

学生１５１名

万円（ホワイ

成果】 
緊急地震速報
落ち着いてで
地震体験車に
となった。
課題】 
防災学習での

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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水），８日（

室 

等の区分：担
： 
：１～６年担

６年：４５分

する知識の習

を理解し，身

報とはどんな
にはどんな危
めの行動を知
災害を知る。
は地震体験車
地震避難訓練

報の音源（Ｃ
ちひろめるぼ
ード 
地震体験車

名 

イトボード，

報を学習した
できた。 
による地震の

の教材の学年

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

木）  避難

担当者 

担任 

分   ３・

得と防災体験

身を守る行動

なものかを知
危険があるか
知る。 

 
車による地震
練 

ＣＤ） 
ぼうさい（日

ＣＤ－Ｒ等

たうえで避難

の揺れの体験

年による内容

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

難訓練１２月

５年：２コ

験活動 

動がとれる。

知る。 
か知る。 

震体験を実施

日本赤十字社

等） 

難訓練を行っ

験は，５年生

容の重複を防

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

月１２日（月
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社）等の教材

ったため，避

生の防災学習
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目の字数等
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践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

校内

） 平成

曽根

師 
担当
氏 
所属

時間」 
２時

式※4 
３ 

６ 

地震

方 
教職
①
②

中学

もの 

・パ

２

訳概要 
講師
岡山

【成
・東
海
・避
【課
・岡
が鈍
がま

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ４ 】

内研修「地震

成２８年８月

根小学校図書

当者・講師等
   名

属・役職等

時間３０分

講演会 

防災に関す

震防災を進め

職員対象の研
「３．１１と
「避難所運営
加して～

学校区内の小

パソコン，プ

５人（内中学

師代 １５，
山市教育委員

成果】 
東北地方太平
トラフ地震の
避難所での教
課題】 
岡山県は自然
鈍い。今回の
まだ見られる

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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】※3 

震防災」 

月８日（月）

書館 

等の区分：講
：西村敬一
：中曽根篤史

する知識を深

めるうえでの

研修会の実施
と熊本地震に
営での教員の

小中学校にも

プロジェクタ

学校区教職員

０００円
員会「学校安

平洋沖地震と
の被害想定が
教職員の立場

然災害による
の研修後も，
る。 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

 

講師 
（岡山理科大
史（岡山市教

深める 

の課題と避難

施 
に学び，曽根
の関わり」～

も案内を配布

ター，スクリ

員８名） 

安全アドバイ

と熊本地震の
が示され，事
場を具体的に

る被害が比較
防災教育に

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

大学客員研究
教育委員会指

難所運営の問

根学区の地震
～熊本地震の

布 

リーン 

イザー活用事

の科学的なデ
事の重大さを
に学ぶことが

較的少なく，
に対して受け

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

究員） 
指導主事） 

問題点を理解

震防災を考え
のボランティ

事業」を活用

データに基づ
を共有できた
ができた。 

災害に対す
け身な姿勢の

ージ数、各項目

100331) 

 

解する。

える」 
ィアに参

用 

づいた南
た。 

する感覚
の教職員

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

曽根

） 平成

曽根

師 
担当
氏 
所属

時間」 
２

式※4 
３ 

８ 

干拓

方 
①昭
②打
③全

もの 
・地
・プ
・Ｃ

１

訳概要 講演

【成
・地
りが
 
【課
・過

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ５ 】

根学区と昭和

成２９年１月

根小学校体育

当者・講師等
   名

属・役職等

０分 

講演会 

曽根地区の

拓の歴史と南

昭和南海地震
打ち合わせ
全児童を対象

地域の昭和南
プロジェクタ
ＣＤデッキプ

７０名（児童

演のお礼（手

成果】 
地域で起きた
ができた。

課題】 
過去の経験を

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

7/15 

】※3 

和南海地震

月１６日（月

育館 

等の区分：講
：猶原憲作
：元曽根地区

の歴史を学習

南海地震の恐

震の体験者に
（小学生に分
象とした講演

南海地震体験
ター，パソコ
プレーヤー

童，教職員）

手土産） 

た地震被害を

を語り継ぐ仕

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

（体験談の講

月） 

講師 

区連合町内会

習 

恐さを知る。

に講演の依頼
分かるような
演会を行う。

験者 
コン 

 

を聞くことで

仕組みづくり

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

講話） 

会長 

 

頼をする。 
な話のお願い

 

で，南海トラ

り 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

い） 

ラフ地震への

ージ数、各項目

100331) 

 

の心積も

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

曽根

） 平成

曽根

師 
担当
氏 
所属

時間」 
１時

式※4 
16 

４ 

町内

方 
・
・各
・大

もの 
・町
・保

保育

訳概要  

【成
・町
・家
【課
・中

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ６ 】

根学区民防災

成２９年１月

根小学校区

当者・講師等
   名

属・役職等

時間３０分

避難・防災

災害を想定

内会ごとに円

８時地震発生
各町内会の指
大津波発生を

町内会ごとの
保護者・地域

育園園児，小

成果】 
町内会ごとの
家族ぐるみの
課題】 
中学生や高校

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

8/15 

】※3 

災訓練 

月２１日（土

等の区分：
：曽根学区民
： 

災訓練 

定した訓練 

円滑な避難訓

生，身を守る
指定集合場所
を想定した曽

の名簿 
域住民への案

小学生，地域

の安否確認の
の避難訓練が

校生の参加を

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

土曜日） 

民支え合い防

訓練ができる

る行動 
所への一次避
曽根小学校３

案内ビラ 

域住民   

の実施 
ができた。

を促す。 

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

防災体制づく

る。 

避難 
３階への二次

合計７００

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

くり推進協議

次避難 

０人 

ージ数、各項目

100331) 

 

議会 

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

 

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

防災

） 平成

曽根

師 
担当
氏 
所属

時間」 
２時

式※4 
２ 

３ 

地域

方 ・曽
・防
・興
・曽

もの 
・興
・防
・曽
・プ
・暖

小学

訳概要 
約
（曽

【成
・小
・消
【課
・地

ポス

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

 

： ７ 】

災・減災につ

成２９年１月

根小学校区

当者・講師等
   名

属・役職等

時間３０分

講演会・学

災害に強い

域住民に小

曽根小学校５
防災士による
興除中学校１
曽根消防団の

興除中学校１
防災士２名
曽根消防団
プロジェクタ
暖房用ジェッ

学５・６年生

１０万円（ジ
曽根学区民支

成果】 
小中学校での
消防団の活動
課題】 
地域住民の参

スターセッシ

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

9/15 

】※3 

ついての研修

月２１日（土

等の区分：
：曽根学区民
： 

学習会・ワー

い地域をつく

・中学校での

５年生のポス
る講演会 
１年生の防災
の操法訓練

１年代表 

ター 
ットヒーター

生，地域住民

ジェットヒー
支え合い防災

の防災学習に
動について小

参加者数を増

ション用の掲

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

修，操法訓練

土曜日） 

民支え合い防

クショップ

る 

の防災学習に

スターセッシ

災学習発表

ー 

民 １００人

ーターレンタ
災体制づくり

について地域
小学生が知る

増やす。 

掲示物 

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

練 

防災体制づく

について知ら

ション 

人 

タル代，地域
り推進協議会

域が知ること
ることができ

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

くり推進協議

らせる 

域案内ビラ費
会が負担） 

とができた。
きた。 

ージ数、各項目

100331) 

 

議会 

費等） 

 

目の字数等



（様式 1

４．苦

プラン

と調整

苦労し

工夫し

準備活

苦労し

工夫し

実践に 

当たっ

苦労し

工夫し

12-1）最終報

苦労した点

の立案 

で 

た点 

た点 

・

室

が

い

・

き

し

 

動で 

た点 

た点 

・

な

ら

地

・

と

し

Ｔ

こ

・

定

て 

た点 

た点 

・

い

障

だ

タ

報告書  

点・工夫

これまでの

室であった。

が必要と考え

い曽根にしよ

これまで学

きた。その中

したため，訓

５年の総合

なり，資料収

らないように

地震体験車を

学区民防災

となった。教

した避難訓練

ＴＡが各町内

こととした。

地震体験車

定した。 

農業中心の

いということ

障害者には寒

だ，避難訓練

ターを用意し

 

した点 

の防災学習は

防災教育を

えた。そこで

よう」の中で

学区民防災訓

中で，小学生

訓練の見通し

合的な学習の

収集や教材研

に，震災ボラ

を取り入れた

災訓練では，

教職員がつけ

練であるため

内会単位で責

 

車は，雨の日

の地域である

とで，１月２

寒さ厳しい避

練後の体育館

した。 

10/15 

は，学期１回の

学校教育の

で，５年の総合

で２０時間の

訓練には多く

を学区民防災

しが見えにく

時間の担当者

研究に時間を

ンティアの講

たが，そのた

小学生の点

ば簡単では

め，教師はノ

責任者を出し

は不可とい

ため，防災

１日に決ま

避難訓練とな

館での研修会

 

の避難訓練と

中に位置付け

合的な学習の

防災学習に取

の方が参加

災訓練に参加

くなり，調整

者は，大幅な

費やした。ま

講演や地震に

めの交渉や手

呼・誘導を誰

あるが，小学

ータッチを貫

，小学生・保

うことで，比

訓練の実施

った。冬の真

った。雨の場

には，暖房用

と全学年１時

けるには，柱

の時間「だれ

取り組むこと

し，素晴らし

加させるとい

整段階で混乱

な学習計画の

また，単なる

による揺れを

手続きも大変

誰が行うかと

学生が家庭に

貫くこととし

保護者の対応

比較的雨の少

日は，１・２

真っ只中であ

場合でも行う

用として大型

(Ver.20

時間程度の防

柱となる学習

れもが暮らし

ととした。 

しい実績を残

いう新たな提

乱が生じた。

の見直しが必

る調べ学習に

を体験するた

変であった。

ということが

にいる場合を

した。そこで

応にあたると

少ない１２月

２学期には取

あり，老人や

うこととした

型のジェット

100331) 

 

防災教

習活動

しやす

残して

提案を

 

必要と

に終わ

ための

 

が問題

を想定

で，Ｐ

という

月に設

取れな

や身体

た。た

トヒー



（様式 1

５．他

協力・

学校・

同窓会

保護者

ＰＴＡ

地域組

国・地

公共施

企業・

産業関

ボラン

ＮＰＯ

等 

職業、

学術組

12-1）最終報

他の団体、

連携先の分

教育関係

会組織 

者・ 

Ａの組織 

組織 

地方公共団体

施設 

 

関連の組合

ンティア団体

Ｏ法人・ＮＧ

職能団体

組織、学会

報告書  

地域との

分類

・ 

・岡

・曽根

・岡

・曽根

曽根学

曽根学

曽根学

曽根学

曽根小

民生児

助け

消防

体・

岡山

等 

 

体・

ＧＯ

 

・ 

等 

・日本

・岡

 

の連携 

団体

山市教育委員

根保育園 

山市立興除中

根小学校ＰＴ

学区連合町内

学区子ども会

学区体育協会

学区栄養改善

小学校区老人

児童委員・主

られ上手研修

団興除第二分

市南区役所

本赤十字社岡

山南消防署

11/15 

体名、組織

員会 

中学校 

ＴＡ 

内会，曽根学

会育成連絡協

会，曽根学区

善協議会 

人クラブ連合

主任児童委員

修ＯＢ会 

分団 

岡山県支部

 

名 

学区婦人会

協議会 

区愛育委員会

合会 

員 

協力

教職員

学区民

防災学

学区民

 

会 

学区民

 

学区民

 

 

 

心肺蘇

地震体

(Ver.20

力・連携の内

員研修 

民防災訓練 

学習の成果発

民防災訓練 

民防災訓練 

民防災訓練 

蘇生法研修 

体験車 

100331) 

 

内容 

発表 



（様式 1

６．成

成果と

得たこ

全体の

感想・

今後の

継続予

12-1）最終報

成果と課題

として 

こと 

○

入

○

姿

○

様

○

名

発

の反省・

課題 

 

が

 

整

た

促

の 

予定 

的

機

報告書  

題（実践

○防災教育に

入れたことで

○本校は，こ

姿勢であった

になった。ま

○これまで

様々な視点か

った。 

○本校で開催

名参加した。

発表ができた

今回，講演

ンジプラン

が得られ，ス

今後の課題

引き継いでい

整備と共に，

た，防災関係

促していくこ

ＥＳＤの視点

・学校全体で

・高学年では

的に学ぶ活動

・地域と連携

機会とする。

 

したプラ

に「地震体験

で，地震や共

これまで地域

たが，教育活

また，防災以

の防災教育

から防災・減

催した教職員

。また，学区

た。小中連携

演会講師の経

の実践校と

スムーズに進

題としては，

いくことであ

内容を検討

係の研修会に

ことが重要で

点に立った防

での定期的な

は，地域社会

動を継続する

携した学区民

。 

12/15 

ン全般に

験車」や「心

共助といった

域と共に行っ

活動に位置付

以外でも地域

は，取組が

減災を学ぶこ

員対象の防災

区民防災訓練

携の推進につ

経費や学区民

なることで

進められた。

防災教育を

ある。そのた

討し新しい活

には防災教育

である。 

防災教育とし

な避難訓練と

会の一員とし

る。（６年心

民防災訓練を

 

について）

心肺蘇生法研

たことに対し

ってきた学区

付けることで

域とのつなが

単発的であ

ことに取り組

災教育講演会

練では，中学

つながった。

民防災訓練の

岡山市教育委

。 

を持続可能な

ためには，し

活動にチャレ

育担当者だけ

して継続的に

と防災教室の

して自他の命

肺蘇生法研修

を毎年実施し

 

研修」といっ

し，児童の関

区民防災訓練

で地域に積極

がりが深まっ

った。今年度
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